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令和３年神審第４６号 

裁    決 

漁船Ａ貨物船Ｂ衝突事件 

 

受  審  人  ａ 

職  名 Ａ船長 

操縦免許 小型船舶操縦士 

 

本件について、当海難審判所は、理事官岸尾光一出席のうえ審理し、

次のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

受審人ａを戒告する。 

 

理    由 

（海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

令和３年７月１３日０３時２５分 

石川県舳倉島東方沖合 

２ 船舶の要目 

船 種 船 名 漁船Ａ        貨物船Ｂ 

総 ト ン 数 ６.５４トン      ３,７４１トン 

全 長            ９８.５２メートル 

登 録 長 １０.９０メートル 

機 関 の 種 類 ディーゼル機関    ディーゼル機関 
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出    力 ３１６キロワット   ２,５７４キロワット 

３ 事実の経過 

Ａは、船体中央やや船尾寄りに操舵室を設け、同室前部中央に舵輪

を、その左舷側にレーダー及び魚群探知機を、右舷側に機関遠隔操縦

装置をそれぞれ備えた、はえなわ漁業に従事する全長１２メートル以

上のＦＲＰ製漁船で、ａ受審人が１人で乗り組み、操業の目的で、船

首０.１メートル船尾１.０メートルの喫水をもって、令和３年７月 

１２日２３時００分石川県輪島港を発し、舳倉島東方沖合の漁場に向

かった。 

ところで、Ａの行うはえなわ漁業は、全長約６,０００メートルの

幹縄に、９メートル間隔で釣り針付き枝縄を取り付けた漁具を海底に

投入するもので、投縄作業に約１時間３０分、揚縄作業に約６時間を

要し、操縦性能を制限するものであった。 

  ａ受審人は、翌１３日０１時３０分頃目的の漁場に到着し、漁具を

水平距離１５０メートルを超えて船外に出している方向を示す白色の

全周灯を表示していなかったものの、トロール従事船以外の漁ろうに

従事している船舶を示す灯火のほか、対水速力を有することを示す両

舷灯及び船尾灯を表示し、前部マスト灯、黄色回転灯及び甲板を照ら

す作業灯を点灯して、０１時５５分東行しながら投縄作業を開始した。 

ａ受審人は、左舷船尾で立った姿勢で右舷方を向きながら投縄作業

を続け、０３時１０分舳倉島灯台から０７７度（真方位、以下同

じ。）８.２９海里の地点で、左舷正横方３.２海里にＢの表示する白、

白、緑３灯を視認し、針路を０７０度に定め、４.０ノットの速力

（対地速力、以下同じ。）で、手動操舵によって進行した。 

ａ受審人は、０３時２１分舳倉島灯台から０７６度９.０２海里の

地点に達したとき、Ｂが左舷正横後８度１,６１０メートルのところ
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となり、その後、同船が衝突のおそれがある態勢のまま自船の進路を

避けずに接近するのを認めたが、Ｂとはまだ距離があるので、しばら

くはこのまま操業を続けても支障はないものと思い、警告信号を行わ

ず、間近に接近しても、行きあしを止めるなど、衝突を避けるための

協力動作をとらずに続航した。 

こうしてａ受審人は、投縄作業を続けて進行し、０３時２５分僅か

前、至近に迫ったＢに衝突の危険を感じ、機関を全速力後進としたも

のの、及ばず、０３時２５分舳倉島灯台から０７６度９.２８海里の

地点において、Ａは、船首が０９５度を向き、ほぼ行きあしがなくな

ったとき、その左舷船首部にＢの右舷中央部が後方から４２度の角度

で衝突した。 

  当時、天候は晴れで風力１の南風が吹き、潮候は上げ潮の中央期に

あたり、視界は良好であった。 

また、Ｂは、船体ほぼ中央に船橋を設けた鋼製貨物船で、ロシア連

邦国籍の船長ｂ１及び一等航海士ｂ２ほか同国籍１１人の船員が乗り

組み、空倉のまま、船首２.５メートル船尾４.２メートルの喫水をも

って、同月１１日２３時３５分（現地時間）ロシア連邦ウラジオスト

ク港を発し、富山県伏木富山港に向かった。 

ｂ２一等航海士は、翌々１３日０３時００分頃舳倉島北東方沖合で

船橋当直に就き、甲板員を見張りに就けて操船に当たり、航行中の動

力船の灯火を表示し、レーダー２台及びＧＰＳプロッターを作動させ

ながら同沖合を東行し、０３時００分半少し過ぎ舳倉島灯台から  

０３９度８.１８海里の地点で、針路を１３７度に定めて自動操舵と

し、１３.９ノットの速力で進行した。 

ｂ２一等航海士は、０３時２１分舳倉島灯台から０７１度８.８５

海里の地点に達したとき、右舷船首１５度１,６１０メートルのとこ
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ろに、Ａの表示する紅、白、紅３灯のほか点灯された前部マスト灯、

黄色回転灯及び甲板を照らす作業灯を視認することができ、表示され

た灯火からトロール従事船以外の漁ろうに従事中であることがわかり、

その後同船と衝突のおそれがある態勢で接近する状況であったが、見

張りを十分に行わなかったので、このことに気付かず、Ａの進路を避

けることなく続航した。 

ｂ２一等航海士は、同じ針路、速力で進行し、Ｂは、原針路、原速

力のまま、前示のとおり衝突した。 

ｂ１船長は、ｂ２一等航海士から衝突した旨の報告を受けて昇橋し、

事後の措置に当たった。 

衝突の結果、Ａは、左舷船首部外板に亀裂等を生じたが、後に修理

され、Ｂは、右舷中央部外板に擦過傷を生じた。 

 

 （航法の適用） 

 本件は、夜間、舳倉島東方沖合で両船が衝突したものであり、衝突地

点付近は海上交通安全法及び港則法の適用海域でないことから、一般法

である海上衝突予防法を適用することとなる。 

 本件当時、視界は良好で両船は互いに他の船舶の視野の内にある状況

の下、Ａは、操縦性能を制限するはえなわ漁業を行い、漁具を水平距離

１５０メートルを超えて船外に出している方向を示す白色の全周灯を表

示していなかったものの、トロール従事船以外の漁ろうに従事している

船舶を示す灯火のほか対水速力を有することを示す両舷灯及び船尾灯を

表示し、低速力で航行していることからトロール従事船以外の漁ろうに

従事していることがわかり、Ｂは、航行中の動力船の灯火を表示して適

法に運航されていたと認められることから、本件は、海上衝突予防法第

１８条の各種船舶間の航法によって律するのが相当である。 
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 （原因及び受審人の行為） 

 本件衝突は、夜間、舳倉島東方沖合において、航行中のＢが、見張り

不十分で、漁ろうに従事しているＡの進路を避けなかったことによって

発生したが、Ａが、警告信号を行わず、衝突を避けるための協力動作を

とらなかったことも一因をなすものである。 

 ａ受審人は、夜間、舳倉島東方沖合において、トロール従事船以外の

漁ろうに従事中、Ｂが衝突のおそれがある態勢で接近するのを認めた場

合、行きあしを止めるなど、衝突を避けるための協力動作をとるべき注

意義務があった。しかるに、同人は、Ｂとはまだ距離があるので、しば

らくはこのまま操業を続けても支障はないものと思い、衝突を避けるた

めの協力動作をとらなかった職務上の過失により、衝突を招き、Ａ及び

Ｂ両船それぞれに損傷を生じさせるに至った。 

 以上のａ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第３号を適用して同人を戒告する。 

 

よって主文のとおり裁決する。 

 

令和４年８月３日 

     神戸地方海難審判所 

         審 判 官  前  田  昭  広 


